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小学校横のフラワーロードなど、舟橋村の各地で紫陽花（あじさい）が咲いています。
美しく鮮やかな色合いに目を向けてみてはいかがでしょう。� 撮影：竹内地内
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６
月
定
例
村
議
会　
開
催

　
６
月
定
例
村
議
会
が
６
月
６
日
㈪
～
６
月
17
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
議
案
６
件
を
可
決
、
報
告
１
件
を
承
認
、
議
員
提
出
議
案
２
件
を
可
決

し
閉
会
し
ま
し
た
。
森
弘
秋
、
川
﨑
和
夫
、
吉
川
孝
弘
、
田
村
馨
の
各
氏
の
一
般
質
問

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問　
災
害
に
対
す
る
村
の
施
策
に
つ
い

て生
活
環
境
課
長　
「
地
域
防
災
計
画
」
に

基
づ
き
、
気
象
警
報
の
発
令
時
に
は
、
総

務
課
職
員
が
庁
舎
内
に
待
機
し
、
情
報
収

集
や
危
険
箇
所
の
巡
視
等
を
行
い
、
万
一

の
事
態
に
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時

の
広
報
手
段
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス

テ
ム
の
活
用
に
加
え
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等

の
周
知
手
段
を
活
用
す
る
と
同
時
に
、
広

報
車
等
に
よ
る
巡
回
な
ど
で
周
知
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
村
全
体
で
防
災
意
識

を
向
上
す
る
た
め
に
は
、
自
治
会
な
ど
で

の
自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
も
課
題
で
あ

り
、
村
民
の
自
助
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
啓
発
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
舟
橋
駅
南
駐
車
場
の
休
日
無
料
化

に
つ
い
て

総
務
課
長　
舟
橋
駅
南
駐
車
場
は
平
成
18

年
９
月
か
ら
有
料
化
さ
れ
て
か
ら
、
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
と
し
て
多
く
の

方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
利
用

状
況
を
見
て
み
る
と
、
図
書
館
や
周
辺
施

設
に
お
い
て
駐
車
上
の
時
間
延
長
を
求
め

る
ニ
ー
ズ
も
な
く
、
保
育
所
や
小
学
校
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
毎
日
開
催
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
現
状
の
駐
車
場
で
対
応

で
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

土
日
に
駐
車
場
を
無
料
化
し
て
も
そ
れ
ほ

ど
変
化
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
公

平
性
・
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
も
、
現

在
の
と
こ
ろ
無
料
化
す
る
こ
と
は
考
え
て

今
後
と
も
、
村
民
・
行
政
・
民
間
企
業
等

が
互
い
に
支
え
合
い
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
合
っ
て
、
村
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
に
な
れ
る
ま
ち
、
そ
し
て
将
来

へ
の
大
き
な
夢
と
希
望
を
感
じ
る
「
舟
橋

村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち

の
実
現
に
む
け
て
、
再
度
、
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
。

一
般
質
問
の
主
な
も
の

い
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
常
に
住
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
今
後
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
不
審
者
対
策
に
つ
い
て

教
育
長　
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

従
っ
て
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。
関

係
機
関
と
の
情
報
の
共
有
、
公
開
に
は
慎

重
に
な
り
な
が
ら
も
、
そ
の
都
度
関
係
者

で
協
議
を
重
ね
て
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
「
あ
た
た
か
い

目
」
も
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要

で
あ
り
、
そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
育
っ

て
い
る
。
今
後
も
緊
急
事
態
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
子
ど

も
た
ち
の
安
全
が
確
実
に
保
た
れ
る
よ

う
、
さ
ら
に
危
機
管
理
の
徹
底
を
図
り
た

い
。

質
問　
ゾ
ー
ン
30
の
推
進
に
つ
い
て

総
務
課
長　
ゾ
ー
ン
30
と
は
、
自
動
車
事

故
抑
止
の
た
め
、
一
定
区
域
の
最
高
速
度

を
時
速
30
キ
ロ
に
制
限
す
る
交
通
規
制
で

あ
る
。
住
民
か
ら
も
自
動
車
に
対
す
る
交

通
安
全
対
策
の
要
望
は
あ
る
。
し
か
し
、

地
域
住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
の
で
、
ゾ
ー
ン
内
の
全
て
の
住
民
の

方
々
の
合
意
形
成
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、

路
面
表
示
を
設
置
や
ゾ
ー
ン
を
明
確
化
す

る
必
要
も
あ
り
、
財
政
的
に
も
負
担
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
段
階
に
お

い
て
は
ゾ
ー
ン
30
の
推
進
は
困
難
で
あ
る

が
、
生
活
道
路
安
全
対
策
と
っ
て
は
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
今
後
検
討
す
る
必
要
は

あ
る
。

［平成28年度補正予算］
●一般会計
　補正額　１億7373万7000円の増額
　（累計　18億5355万9000円）
〈主な補正〉
・駅南駐車場用地購入費�１億6324万７千円
・村道国重団地２号線の道路側側溝新設工事費
　� 315万３千円
・東芦原地内の側溝新設工事費�475万３千円

質
問　
村
長
４
期
目
の
出
馬
に
つ
い
て

村
長　
現
在
、
子
育
て
共
助
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
多
く
の
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
ま
だ
こ
の
取
り
組
み
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
で
村
民
の
皆
様
の
お
話
を
聞

く
と
、期
待
の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
る
。
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７月10日（日）は、第24回参議院議員通常選挙の投票日です。

舟橋会館大ホール投 票 所７月10日㈰投 票 日

投票時間 午前７時から午後８時まで（郵送された入場券をご持参ください）

期日前投票について

投票日に仕事、旅行や冠婚葬祭等で投票できない人は期日前投票ができます。
■期日前投票の日時：６月23日㈭から７月９日㈯までの午前８時30分から午後８時まで
■期日前投票の場所：舟橋村役場１階総務課（郵送された入場券をご持参ください）

お問い合わせ先　舟橋村選挙管理委員会　喜田　☎464－1121

８月７日（日）
　

村
で
は
、「
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
風
土
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
舟
橋
」
を

保
持
し
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
８
月
７
日
㈰
を

「
舟
橋
村
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
と
定
め
、「
住
民
・
地
域
・
行
政
」
三
者
の
連
携
に

よ
る
環
境
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

お問い合わせ先
生活環境課　田中（宏）
　� ☎464－1121

平成28年度のクリーンデーの活動内容
地　　区 活動内容 集合場所 活動時間

舟 橋
白山神社、公民館周辺の清掃、
道路のゴミ拾い
（舟橋は７月31日実施）

舟橋地区公民館 午前７時00分～
� 午前９時00分

仏 生 寺 道路の清掃等 仏生寺公民館 午前８時00分～
� 午前10時00分

海 老 江 地区内の空き缶拾い、神社・
海老江会館の清掃 海老江会館 午前６時00時～

� 午前７時30分

竹 鼻 リバーサイド公園・地区内
の清掃 リバーサイド公園 午前７時00分～

� 午前８時00分

竹 鼻 団 地 用水路の掃除等 用水路前 午前６時00分～
� 午前７時00分

古 海 老 江 地区内のゴミ拾い 古海老江集会所 午前６時00分～
� 午前８時00分

東 芦 原 地区内の清掃 東芦原公民館 午前８時00分～
� 午前９時30分

芦 原 団 地 地区内の清掃 芦原団地公民館 午前７時00分～
� 午前８時00分

きらめきの郷 用水路の掃除、公園清掃等 きらめき団地内公園 午前７時30分～� 午前８時30分

稲 荷
地区公園の除草、地区内のご
み拾い、コミュニティセンタ
ー周辺の除草・ごみ拾い

各班所定の場所 午前７時00分～
� 午前８時00分

国 重 地区公園・八幡神社の除草・
ごみ拾い、地区公民館の清掃

各公園
地区公民館

午前６時00分～
� 午前７時00分

竹 内 道路や周辺のゴミ拾い 竹内公民館 午前６時00分～
� 午前７時30分

役 場 公共施設周辺 役場庁舎前 午前７時00分～
� 午前８時00分
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舟橋村消防団・上市消防署舟橋分遣所 合同夏季訓練の実施について

日　時：平成28年７月31日(日)　
　　　　午前９時から午前10時まで
　　　　※午前８時30分から午前10時まで交通規制（通

行止め）を行います。ご協力お願いします。

場　所：国重公民館周辺
　　　　※訓練の際、消防車の緊急走行、サイレン吹鳴及

び放水活動等を行います。

富山県東部消防組合通信指令センターからのお願い
　通信指令センターでは119番通報により救急車を出動させた後にも通報者から患者の容態を聞
取り、無線で次のような内容を迅速に救急隊へ伝えますので、指令員の質問にお答えいただくよ
うご協力をお願いします。
【救急隊に伝える内容】
①　救急救命士に容態を伝え、救命の準備をさせます。
②　心臓マッサージ等の救命措置方法を指導したことを伝えます。
③　重傷と判断した場合はドクターヘリの要請をします。

〈お問い合わせ先〉　富山県東部消防組合消防本部　通信指令課　☎0765－24－7977

舟橋村消防団と舟橋分遣所との合同夏季訓練が行われます。

国重

訓練実施場所

国重公民館

八幡神社

墓地

＝交通規制(通行制限区間)

花火等による火災の防止について
◆花火は楽しく安全に遊びましょう◆
　夏の風物詩「花火」。子供たちにとって楽しみな季節となりました。
　しかし、気軽に楽しめる花火も、取り扱いを誤ると火災や火傷などの事故につながりかねません。
　火災や火傷などの事故が起こらないよう十分注意し、夏の楽しい思い出にしましょう。

〈花火を安全に遊ぶポイント〉
１　気象条件を考え、風の強いときは花火をしない
２　燃えやすいものがなく、広くて安全な場所を選ぶ
３　子供だけでなく大人と一緒に遊ぶ
４　説明書をよく読み、注意事項を必ず守る
５　水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水につける

●お問い合わせ先　上市消防署舟橋分遣所　　☎464－1512
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６
月
12
日
㈰
、舟
橋
会
館
で「
舟

橋
村
敬
老
会
」（
主
催
：
舟
橋
村

社
会
福
祉
協
議
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
敬
老
会
は
、
各
地
区
の

自
治
会
長
や
日
頃
か
ら
村
内
で
活

動
さ
れ
て
い
る
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
運
営
に
携
わ
り
「
地
域

ぐ
る
み
」
で
長
寿
を
お
祝
い
す
る

村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
参
加

者
は
村
内
在
住
の
75
歳
以
上
の
方

で
、
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
萩
原
勉
村
社
会
福
祉

協
議
会
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
、
金

森
村
長
、
明
和
善
一
郎
村
議
会
議

長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
慰
安
演
芸
で
は
、
ふ
な
は
し
保

育
園
の
年
長
児
29
名
が
元
気
の
い

い
歌
と
、
鳴
子
を
使
っ
た
踊
り
を

披
露
。
舟
橋
小
学
校
２
年
生
39
名

は
、
合
唱
と
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

演
奏
を
し
た
後
、
出
席
の
皆
さ
ん

に
肩
た
た
き
を
し
ま
し
た
。ま
た
、

ア
ル
プ
ス
民
謡
会
の
方
々
が
日
本

各
地
の
民
謡
を
三
味
線
の
演
奏
に

合
わ
せ
た
踊
り
と
共
に
披
露
し
、

会
場
席
で
は
、
唄
に
合
わ
せ
た
手

拍
子
な
ど
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
楽
し
み
ま
し
た
。

村の花「さつき」の展示

鍵盤ハーモニカの演奏

鳴子を使った踊り

アルプス民謡会さんの演奏と踊り

舟
橋
村
敬
老
会
開
催
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村内ＮＥＷＳ
ニュース

　
竹
内
地
区
内
の
佐
渡
歯
科
医
院
に
お
い

て
、
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
委
嘱
状
交

付
が
行
わ
れ
、
新
し
く
こ
ど
も
１
１
０
番

の
家
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
は
、
子
ど
も
達

が
危
険
を
感
じ
た
と
き
な
ど
に
立
ち
寄
る

た
め
の
緊
急
避
難
所
で
あ
り
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
を
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
内

に
佐
渡
歯
科
医
院
を
含
め
26
箇
所
あ
り
、

詳
し
く
は
「
舟
橋
村
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
舟
橋
会
館
で
、
上
市
区
域
交
通
安
全
協

会
舟
橋
支
部
の
総
会
と
運
転
者
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
転
者
講
習
会
で
は
、
上
市
警
察
署
交

通
課
長
の
杉
井
仁
氏
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
高
齢
者

の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
中
新

川
地
域
で
も
交
通
事
故
が
増
え
て
い
る
こ

と
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
の

事
故
を
例
に
あ
げ
「
ど
れ
だ
け
車
の
性
能

が
よ
く
な
っ
て
き
て
も
、
最
後
は
人
間
が

い
か
に
注
意
を
す
る
か
」が
重
要
で
あ
り
、

「
安
全
を
守
る
の
は
自
分
！
」
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
、
安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ

う
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
舟
橋
駅
前
公
園
の
完
成
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
来
春
の
全
国
植
樹
祭
に
向

け
た
「
地
域
リ
レ
ー
植
樹
」
に
併
せ
て
開

か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
に
全
国
植
樹

祭
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の「
き
と
き
と
君
」、「
と

や
ま
水
と
緑
の
大
使
」
の
米
山
夕
貴
さ
ん

が
訪
れ
、
植
樹
祭
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
植
樹
で
は
、
村
長
、
村
議
会
議
員
が
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
３
本
、
舟
橋
小
学
校
の
児

童
27
名
が
ヤ
マ
ブ
キ
や
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

の
苗
木
を
約
40
本
植
え
ま
し
た
。公
園
は
、

竹
内
自
治
会
と
管
理
業
者
で
あ
る
㈲
金
岡

造
園
が
連
携
し
て
維
持
管
理
を
し
ま
す
。

　
村
が
４
年
前
か
ら
編
さ
ん
を
進
め
て
い

た
「
舟
橋
村
史
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
53

年
前
に
発
刊
さ
れ
た
「
舟
橋
村
誌
」
か
ら

舟
橋
村
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
発
刊

の
村
史
は
、
歴
史
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え

た
編
集
と
な
っ
て
お
り
、
近
代
ま
で
の
歴

史
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。「
舟
橋
村
史
」

は
、
６
月
末
ま
で
に
村
内
全
戸
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
購
入
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

価
格
は
１
冊
７
，０
０
０
円（
税
込
）で
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
舟
橋
村
史
の
購
入
等
に
つ
い
て

　
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　
森
岡　

　

�

☎
４
６
４
―
１
１
２
１

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」が

　
増
え
ま
し
た
！

交
通
安
全
協
会
舟
橋
支
部
の

総
会
・
運
転
者
講
習
会
が
開
催

　
舟
橋
駅
前
公
園
完
成
記
念
式
典

　
「
舟
橋
村
史
」
完
成
！

5
月
17
日
㈫

6
月
17
日
㈮

5
月
29
日
㈰

6
月
9
日
㈭
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村内ＮＥＷＳ
ニュース

・富山短期大学名誉教授、富山県消費者協会顧問
� 塩原　紘栄 さん（舟橋）
　富山短期大学講師として消費者問題に関わり、
富山県消費者協会の副会長、会長に就任されて
からは、消費者への消費生活に関する正確な知
識の普及や啓発活動に努め、県民の消費生活の
安定と向上に尽力されました。これらの活動が
功績・評価され、消費者庁から表彰されました。

　消費者支援功労者表彰　内閣府特命担当大臣表彰受賞

おめでとうございます

高齢ドライバー交通安全教室を開催します
参 加 者 募 集 ！

　今年の交通事故死者数が昨年を上回るペースで推移していることから、舟橋村では下記の
日程で自動車学校での高齢ドライバー交通安全教室を開催します。

　日　　時：平成28年７月７日㈭　午前９時45分から（２時間程度）
　場　　所：滑川自動車学校（滑川菰原168）
　集合場所：役場正面玄関前（会場まで送迎車で向かいます）
　集合時間：午前９時
　対 象 者：65歳以上のドライバーの方（定員は20名で、先着順です。）
　内　　容：①高齢運転者の交通事故の現状と特徴の講義
　　　　　　②実車での走行体験による危険予測学習
　　　　　　③運転適正診断テスト
　◎参加費は無料です。
　◎申込み期限・方法　７月４日㈪までに、下記申込み先までご連絡ください。
　お問い合わせ・参加申込み先　総務課　神保　☎ 464－1121

ふなはし　2016.77



Information お知らせ

平
成
28
年
度
か
ら
の

�
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

★�

保
険
税
の
賦
課
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
は
、
所
得
が

高
い
人
で
も
賦
課
限
度
額
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
に
応
じ
た
保
険
税

を
賦
課
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

医
療
保
険
分
後
期
高
齢
者

支
援
金
分

介
護
保
険
分

こ
れ
ま
で

52
万
円

17
万
円

16
万
円

見
直
し
後

54
万
円

19
万
円

16
万
円

★�

所
得
の
低
い
人
へ
の
保
険
税
軽
減
措
置

が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
所
得
の
低
い
人
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の

前
年
中
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
場
合
、
保
険
税
の
均
等
割
額

と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
所
得
に

応
じ
て
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
さ
れ
ま

す
）。

　
こ
の
う
ち
、
5
割
軽
減
・
2
割
軽
減
に

つ
い
て
は
、
軽
減
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

①
５
割
軽
減
の
拡
大

・
軽
減
の
対
象
と
な
る
基
準
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

基
準
額
【
33
万
円
＋　
　
　
×
被
保
険

者
数
※
】　
以
下

基
準
額
【
33
万
円
＋
＋　
　
×
被
保
険

者
数
※
】　
以
下

これまで

26
万
円

改正後

26.5
万
円

②
２
割
軽
減
の
拡
大

・
軽
減
の
対
象
と
な
る
基
準
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

基
準
額
【
33
万
円
＋　
　
　
×
被
保
険

者
数
※
】　
以
下

基
準
額
【
33
万
円
＋　
　
　
×
被
保
険

者
数
※
】
以
下

※
被
保
険
者
数
に
は
、
同
じ
世
帯
の
中
で
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
に
移
行
し

た
方
を
含
み
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　
中
井

�

☎
４
６
４
―
１
１
２
１

平
成
28
年
度
か
ら
の

�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

★
保
険
料
率
・
限
度
額
の
据
え
置
き

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

は
、
2
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
・
平
成
29
年
度
に
適
用
す

る
保
険
料
は
、
医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、

全
国
的
に
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

富
山
県
で
は
抑
制
策
を
講
じ
て
据
え
置
き

と
し
ま
し
た
。

★�

所
得
の
低
い
人
へ
の
保
険
税
軽
減
措
置

が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
所
得
の
低
い
人
に
つ
い
て
は
、
同
一
世

帯
の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
中
の

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
が
定
め
ら
れ
た

金
額
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
、
保
険
料
の

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
所
得
に
応

これまで

47
万
円

改正後

48
万
円

じ
て
９
割
・
8.5
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
さ

れ
ま
す
）。

　
こ
の
う
ち
、
5
割
軽
減
・
2
割
軽
減
に

つ
い
て
は
、
軽
減
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

①
５
割
軽
減
の
拡
大

・
軽
減
の
対
象
と
な
る
基
準
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

基
準
額
【
33
万
円
＋　
　
　
×
被
保
険

者
数
】　
以
下

基
準
額
【
33
万
円
＋　
　
　
×
被
保
険

者
数
】　
以
下

②
２
割
軽
減
の
拡
大

・
軽
減
の
対
象
と
な
る
基
準
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

基
準
額
【
33
万
円
＋　
　
　
×
被
保
険

者
数
】　
以
下

基
準
額
【
33
万
円
＋　
　
　
×
被
保
険

者
数
】
以
下

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
富
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
賦
課
係

�

☎
０
７
６
―
４
６
５
―
７
５
０
３

高
齢
者
で
運
転
免
許
証
を

�

自
主
返
納
さ
れ
る
方
へ

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
高
齢

者
の
方
に
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
確
保

し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、
交
通

費
や
通
院
費
の
支
援
と
し
て
、
支
援
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

これまで

26
万
円

改正後

26.5
万
円

これまで

47
万
円

改正後

48
万
円

○
対
象
者

・
申
請
時
に
満
年
齢
65
歳
以
上
で
、
舟
橋

村
に
お
住
ま
い
の
方

・
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
さ
れ
た
方

○
支
援
の
内
容

支
援
金
（
月
額
４
，
０
０
０
円
）
を
５

年
間
支
給
し
ま
す
。（
９
月
と
３
月
に
、

６
ヶ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。）

○
申
請
の
方
法

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
」（
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

時
に
交
付
さ
れ
ま
す
。）を
提
示
し
て
、役

場
生
活
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

・
印
鑑

・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
健
康
保
険
証
等
）

　
お
問
い
合
わ
せ
先

�

生
活
環
境
課　
吉
田（
智
）

�

☎
４
６
４
―
１
１
２
１

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

�

申
請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除・猶
予
と
な
る「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未

満
）納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
手
続
き
し
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Informationお知らせ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
年
金
事
務
所

ま
た
は
役
場
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

が
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
入
手
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平
成

28
年
7
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
28

年
7
月
分
か
ら
平
成
29
年
6
月
分
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に
つ

い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
2

年
1
カ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、

申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を

有
し
て
い
る
方
等
は
、
年
金
事
務
所
等
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
魚
津
年
金
事
務
所

�

☎
０
７
６
５
―
２
４
―
５
１
５
３

介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

 

保
険
料
が
介
護
保
険
を

�

支
え
て
い
ま
す

　
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
現
在
、
老

後
の
こ
と
や
介
護
の
こ
と
は
、
誰
も
が
不

安
に
思
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
は
そ
の

よ
う
な
不
安
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
み

ん
な
で
支
え
合
い
助
け
合
っ
て
い
く
た
め

の
制
度
で
す
。

　
利
用
者
は
費
用
の
１
割
（
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
方
は
２
割
）
を
負
担
す
る
こ

と
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
残
り
は
皆
さ
ま
が
納
め
る

保
険
料
や
国
・
県
・
町
村
の
公
費
で
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
の
金
額
は
３
年
毎
に
見
直

さ
れ
、
今
年
度
の
65
歳
以
上
の
方
の
所
得

段
階
別
保
険
料
額
は
、
昨
年
度
と
同
様
で

あ
り
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
28
年
度
保
険
料

決
定
通
知
書
・
納
付
書
は
７
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。

◎
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

生
活
を
送
る
た
め
に
、
保
険
料
は
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
7
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

・
普
通
徴
収　
第
1
期（
８
月
１
日
納
期
限
）

・
特
別
徴
収　
あ
り
ま
せ
ん

（
次
回
は
、８
月
の
公
的
年
金
よ
り
天
引
き
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

　
介
護
保
険
課�

☎
４
６
４
―
１
３
１
６

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

�

お
送
り
し
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
28
年
7
月

31
日
で
す
。

　
平
成
28
　
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新

し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
16
　
日
㈯
か
ら

簡
易
書
留
に
て
順
次
郵
送
し
ま
す
。

　

ご
不
在
の
場
合
は「
不
在
票
」が
投
函
さ

れ
ま
す
の
で
、
郵
便
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。な
お
、お
受
け
取
り
の
な
い
ま

ま
１
週
間
を
経
過
し
ま
す
と
、
各
市
町
村

へ
返
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
場
合

は
市
町
村
の
窓
口
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
受
診
時
の
一
部
負
担

金
の
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）
が
、
前

年
の
所
得
な
ど
に
よ
る
判
定
に
伴
い
変
更

と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
一
部

負
担
金
お
よ
び
入
院
時
の
食
事
代
が
軽
減

さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
平

成
28
年
８
月
以
降
も
対
象
と
な
る
方
に
は
、

７
月
22
日
㈮
か
ら
普
通
郵
便
に
て
順
次
発

送
し
ま
す
。（
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
）

※
世
帯
構
成
員
に
住
民
税
未
申
告
の
方
が

い
る
場
合
は
、
す
で
に
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
も
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

　
８
月
１
日
㈪
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
や
ご

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
富
山
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
富
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

�
☎
４
６
5
―
７
５
０
２

ひ
き
こ
も
り
等
家
族
相
談
の
ご
案
内

　

ひ
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
を
支
え
て
い

る
ご
家
族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る
よ
う
に

専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
秘
密
は
守

り
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
時
：
平
成
28
年
7
月
28
日
㈬

場　
所
：
富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

助
言
者
：
臨
床
心
理
士

☆
家
族
相
談
（
座
談
会
）

お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の
サ

ポ
ー
ト　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

☆
個
別
相
談
（
希
望
者
）

　
午
後
3
時
30
分
～
5
時

※
相
談
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
地
域

　
　
保
健
班
（
上
市
町
横
法
音
寺
40
）

�

☎
４
７
２
―
０
６
３
７

Uターンサポートフェアについて
１．概　要：県内企業への就職希望者に対
し、合同就職説明会を開催するもの
２．日　程：平成28年８月12日㈮
３．対象者：在職者、平成29年３月卒業
予定の学生、県内での就職や転職を希望
している方
４．会　場：とやま自遊館
　　　　　　（富山市湊入船町９－１）
５．参加費：無料
６．申込み：不要
７．お問い合わせ先：富山労働局職業安定部
　☎076－432－2782
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自 衛 官 募 集
募 集 種 目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

一般曹候補生

18歳以上27歳未満の者

８月１日～９月８日 １次：９月16日・17日　※指定する１日
２次：男子　10月8日　　女子　10月9日

自衛官候補生 男子 年間を通じて行っています 第１回：9月3日　　　第２回：9月27日
第３回：10月22日

女子 ８月１日～９月８日 9月25日
お問い合わせ先　自衛隊魚津地域事務所（魚津市新金屋1丁目12－31）　魚津合同庁舎4階　☎�0765－24－1036

舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー ７月

講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）
ふれあいバドミントン
（小学３年生以下は親同伴） 親子・一般

 7日㈭・14日㈭
21日㈭・28日㈭

19：45～
　� 21：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

ジュニアテニス 小学３年生
　　　以上

 3日㈰・10日㈰
17日㈰

12：00～
　� 13：00 舟橋村テニスコート 5,000円/10回

かけっこ教室 小１～３  4日㈪・11日㈪ 16：30～
　� 17：30 舟橋小グラウンド 4,000円/8回

キッズ　　
スポーツ 年中・年長  5日㈫・12日㈫

19日㈫・26日㈫
17：00～
　� 18：00 舟橋小学校体育館 2,000円/月

フラダンス 一 般  6日㈬・13日㈬
27日㈬

13：30～
　� 14：30 舟橋会館 研修室４ 500円/回

やさしいヨガ 一 般 12日㈫・19日㈫
26日㈫

10：00～
　� 11：00 舟橋会館 大広間 300円/回

美・ストレッチ 一 般  1日㈮・ 8日㈮
15日㈮・22日㈮

19：45～
　� 20：45 舟橋会館 研修室４ 300円/回

キンボール

小学生

 2日㈯・ 9日㈯
16日㈯・23日㈯
30日㈯

14：30～
　� 16：30 舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月

 6日㈬・13日㈬
20日㈬・27日㈬

18：30～
　� 20：30

中学生以上

 2日㈯・ 9日㈯
16日㈯・23日㈯
30日㈯

15：00～
　� 18：30 舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月

 6日㈬・13日㈬
20日㈬・27日㈬

18：30～
　� 20：30

〈お問い合わせ先〉
▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
　　　　　　　　　 ☎ 464－1456または090－3298－1456　　
　　　　　　　 　

▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）　月～金 8：30～17：00　☎ 464－1126

会員限定

■Ｈ28年度年会費
　○一般会員　　： �3,000円　○小中学生会員： �1,500円
　○未就学児会員： �1,000円　○賛助会員　　：10,000円～

※20％OFF割引会員↓↓↓
◎一般会員含む同居家族２名以上の会員
◎バンドリー加入団体に所属する個人会員
　 ※上記割引はいずれかのみの適用とします。

■Ｈ28年度保険料（スポーツ安全保険）
　○中学生以下　　��800円　○高校生以上　��1,850円
　○65歳以上　　1,200円　　（64歳以下）
※�加入が原則です。
↑スポーツ安全保険は、バンドリー所属団体以外で加入され
たものでは保障されませんのでご注意下さい。

◆ご入会特典◆
会員証の提示で…
■�「ナカムラスポーツ」さんにて5,000円以
上お買い上げ10％引き。
■�「河本スポーツ」さんにて1,000円以上お
買い上げ10％引き。
■�「焼肉からしし」さんファーストドリンク
サービス。（１グループ全員）
■�「ほおずき」さん650円以上飲食の方にソ
フトドリンクサービス。
　�５名様以上でご利用の方に一口生ビールプ
レゼント。

※特典スポンサーさま募集中！
（交渉中！）

紹介特典
紹介によって新規会員に
なった方にはどちらにも
チケット500円分プレゼ
ント！
※ただし、定期開催講座
参加者（一般会員の
み）。集中講座参加者
は除く。

各講座いつでも会員価
格で体験できます。
（各教室１回限り）

102016.7　ふなはし



健康診査・教室・予防接種等のお知らせほけんだより
行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

特 定 健 康 診 査
（身体計測、血圧測定、
尿検査、血液検査、診
察、心電図検査　等）

・40歳以上の舟橋村国
民健康保険加入の方
・75歳以上の方

・期間は、6月1日～10月31日です 中 新 川 郡 の
医 療 機 関

・受診券及び保険証をご持参
ください
・受診する際は電話等で予約
してください
・舟橋村国民健康保険以外 
（各会社の健康保険組合等）
の方も受診できます。詳細は、
それぞれの健康保険組合等か
らの案内をご覧ください。

＊詳細については受診券等を
ご覧ください

乳 房 検 診 職場や医療機関で受診
する機会がなく、受診
を希望される方

7月   6日㈬ 午後1：00～2：00 舟 橋 会 館

・受診券をご持参ください
・受診券がない方も受診できます
ので、お問い合わせください

＊詳細については受診券等を
ご覧ください子 宮 検 診

乳幼児健康診査
・4か月・9か月児のお
子さん
・1歳6か月児のお子さん

7月20日㈬ 午後1：00～1：30 舟 橋 会 館 ・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票をご持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員） 相談を希望される方 7月20日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師） 相談を希望される方 7月20日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

３歳児健康診査 平成25年3月生まれの
お子さん 7月28日㈭ 午後1：00～1：30 上市町保健福祉

総合センター
・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票をご持参ください

健 康 相 談
（担当：保健師・管理栄養士） 相談を希望される方

7月   8日㈮
7月22日㈮ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方

・期間は、6月1日～3月31日です

県内の婦人科病院
（県立中央病院と
富山大学附属病院
を除く）

・受診券をご持参ください
　手元に受診券がない方は、役場
生活環境課までご連絡ください。
・受診する際は電話等で予約
してください
　※肺・胃・大腸・子宮・乳房が
ん検診は、「富山県健康増進セン
ター」で受けることも可能です
※胃検診の内視鏡検査を希望される
方は、検診機関にご相談ください
＊詳細については受診券等を
ご覧ください

肺・胃・大腸・乳房
が ん 施 設 検 診

肺・胃・大腸：40歳以
上の方で希望される方
乳房：30歳以上の方で
希望される方

「かみいち総合病院」
「済生会富山病院」

ヒ ブ 予 防 接 種 生後２か月～60か月未満で、初回３回、追加１回を終了していないお子さん
・中新川郡の指定された医療
機関にて接種します
・県内のかかりつけ医療機関
でも接種を受けることは可
能です。詳細は、生活環境
課までお問い合わせくださ
い
・乳児訪問時等でお渡しした
各予防接種の接種券・予診
票をご持参ください
・接種券・予診票のない方は、
生活環境課までご連絡くだ
さい
＊ヒブ、小児用肺炎球菌、子
宮頸がん予防ワクチンの
「任意接種」と記載されて
いる旧予防接種券・予診票
をお持ちの方は、そのまま
ご使用ください

小児用肺炎球菌予防接種 生後２か月～60か月未満で、初回３回、追加１回を終了していないお子さん

ＢＣＧ予防接種 生後５か月～８か月未満で、結核にかかっていないお子さん

麻しん風しん混合予防接種
(麻しん・風しん予防接種)

第１期：生後12か月～24か月未満で麻しん（はしか）・風しんにかかっていないお子さん
第２期：小学校入学前の１年間にあるお子さんで、麻しん・風しんにかかっていないお子さん

四種混合予防接種
(ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ) 生後3～90か月未満で、Ⅰ期初回3回、追加１回を終了していないお子さん

不活化ポリオ予防接種 生後3～90か月未満で、Ⅰ期初回3回、追加１回を終了していないお子さん

二種混合予防接種
(ジフテリア・破傷風) 小学６年生のお子さん

日本脳炎予防接種
第１期：３歳～７歳半未満で、初回２回、追加１回を終了していないお子さん
第２期：９歳～13歳未満のお子さん
特例対象者：平成８年４月２日生～平成19年４月１日生の方で第１・２期を
終了していない20歳未満のお子さん

水痘予防接種（水ぼうそう） 生後12か月～36か月未満で、初回1回、追加1回を終了していないお子さん

高 齢 者 用
肺炎球菌予防接種

・65･70･75･80･85･90･95･100歳の方
・60歳以上65歳未満で心臓や腎臓に重い病気のある方
＊ 対象者は平成28年4月2日～平成29年4月1日までの間に上記の年
齢に到達する方です

中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種を希望される方は、接
種券と個人負担金2,500円
を持参し、指定医療機関で
接種してください（生活保
護世帯は無料です）
※接種期限は平成29年３月
31日までです

【お問い合わせ先】生活環境課　保健師まで　☎�４６４－１１２１
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６月に
１歳６か月児

健康診査を受けた
お友達

江
え

刺
さし

蒼
あ お

彩
い

ちゃん
� （竹内）

曽
そ

我
が

一
かず

仁
ひ と

くん
� （東芦原）

　
村
で
は
6
月
か
ら
「
特
定
健
康
診
査
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
検
査
項
目
の
一
つ
で
あ
る
「
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
イ
ー・ジ
ー・

エ
フ
・
ア
ー
ル
）」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
腎
臓
機
能
検
査
の

一
つ
で
、
腎
臓
が
老
廃
物
を
体
の
外
に
出
す
力
を
示
し
ま
す
。
血
液
検
査
項

目
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
と
性
別
、
年
齢
か
ら
算
出
さ
れ
ま
す
。
尿
蛋
白
（
尿

に
含
ま
れ
る
蛋
白
質
で
、
腎
機
能
が
低
下
す
る
と
蛋
白
の
量
が
増
え
る
）
の

結
果
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
腎
臓
の
状
態
を
表
し
ま
す
。
ご
自
分
の
結
果
を

左
記
の
表
に
当
て
は
め
て
み
ま
し
ょ
う
。（
治
療
中
の
方
は
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

　
お
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課　
保
健
師　
☎
４
６
４
―
１
１
２
１

テ
ー
マ

ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ（
イ
ー
・
ジ
ー
・
エ
フ
・
ア
ー
ル
）と
は
？

ミ
ニ
け
ん
こ
う
広
場 

�

特定健康診査
判定基準

eGFR値（ml/min/1.73㎡）

異常なし
60以上

要注意
50～59

要受診
49以下

尿　
蛋　
白

異常なし
（－）

今後も継続して健
診を受けましょ
う。

減塩を心がけ、生
活習慣を改善しま
しょう。

すぐに医
療機関を
受診しま
しょう。要注意

（±）
医療機関を受診し、尿の再検査を受
けましょう。

要受診
（＋以上） すぐに医療機関を受診しましょう。

※判定基準は「富山県透析患者等発生予防推進事業連絡協議会」
を基にしています。
　腎臓を悪くすると、腎臓機能を補う為に、人工透析を受ける必
要も出てきます。治療は週に2～3回、1回4～5時間程度です。
医療保険の支給もありますが、医療費は年間約500万円かかる
と言われています。腎臓を悪くする原因として、主に『糖尿病』
や『高血圧』があげられます。決して他人事ではありません。
年1回健診を受けてご自分の身体の状態を把握しましょう。

入札結果を公表します（金額は全て税込）
件　　　名 落札業者 落札金額

５月26日 村道国重団地２号線道路側溝新設工事 ㈱森崎 3,132,000円
� お問い合わせ先　総務課　☎ 464－1121

第36回舟橋村文化祭への参加募集
　平成28年11月３日（木・祝）に舟橋村文化祭の開催を予定し
ています。
　本年度、作品展示・物品販売・サークル発表など、新たに
参加されたい方は、舟橋村教育委員会まで申し込みください。
　応募締切日：７月29日㈮
　お問い合わせ先：教育委員会　☎ 464－1126
文化祭の講演者が、
　エッセイストの安藤　和津（あんどう　かづ）氏に決定し
ました。
　演題は「明日を素敵に生きるには」です。ご期待くだ
さい。

　日時：平成29年１月８日㈰
　　　　午前10時から
　場所：舟橋会館ホール

　現在、舟橋村外に居住されるなど、
舟橋村に住民登録されていない方で、
参加希望の方は、舟橋村教育委員会ま
でお知らせください。

お問い合わせ先　
　教育委員会　眞田　☎ 464－1126

平成29年

舟橋村成人式のご案内
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こんにちは図書館です
☎・FAX：463－5831　開館時間：平日 10：00～19：00（11月～3月は10：00～18：00）　土・日 10：00～17：00

休 館 日：月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日� �　　　　

新 着 図 書

・最強の経営者　－小説・樋口　廣太郎－
� 高杉　　良
・池上彰のこれが「世界を動かすパワー」だ！
� 池上　　彰
・18歳からの民主主義� 岩波新書編集部
・子どもの力を伸ばす!!上手な叱り方・ほめ方
　－０～６歳児に響く“しつけ”の言葉－
� 小崎　恭弘

・ポイズンドーター・ホーリーマザー
� 湊　かなえ
・硝子の太陽Noi　硝子の太陽Rouge
� 誉田　哲也
・決戦！川中島� 冲方　　丁
・無菌室からの発信　－まだ生きたい！－
� 藤　比和子

一般書

小説・エッセイ

・地球の石ころ標本箱
　－世界と日本の石ころを探して－� 渡辺　一夫
・音の大研究
　－性質・役割から意外な活用法まで－� 戸井　武司
・てるてるぼうずとふりふりぼうず� せな　けいこ
・ちっちゃなトラックレッドくんとグリーンくん
� みやにし　たつや

児童書

その他多数新着図書あります。

ようこそ 子育て支援センター『ぶらんこ』へ
利用時間：平日９時～16時　　場所：役場２階　　☎ 464－1121（内線45）

おはなし会
◦イソップの会　おはなし会
　7月16日㈯　午後 ２ 時～
◦ちっちゃな ちっちゃな おはなし会
　7月10日㈰　午前11時～
　7月17日㈰　午前11時～
　7月24日㈰　午前11時～

７月のさくらんぼくらぶ

 ７日　 七夕
14日　ママビクス＆親子でタッチ！
21日　 水遊び＆すいか割り
28日　出前お話会

七夕 & 水遊び・すいか割り
　７日の七夕、21日の水遊び・すいか割り…
　７月は夏の楽しいイベントが盛りだくさん♪
お友だちといっしょに夏を満喫しちゃおう!!
　21日の会場は学童保育室です。お間違え
のないよう、ご注意くださいね。

ちょこっと相談
　月に１度、保健師さんの“ちょこっと
相談”を実施しています。お子さんの体
のこと、成長のこと、ケアのこと、ちょっ
とした疑問、気軽に相談してみましょう。
７月は、13日㈬　10：45～11：30です。

ぶらんこの利用時間は平日の９時～16時だよ！
毎日10時半からの「ぶらんこタイム」では保育
士スタッフと一緒に手遊びやリズム体操などを
やっています♪
毎週木曜日のぶらんこタイムは、みんなのお楽し
み“さくらんぼくらぶ”！みんなで遊びにきてね♪

14歳の挑戦
　（７月５日～７

月９日）
　舟橋・三成・水橋・上市の４校から、約10名の中学生が、図書館で
の仕事に挑戦します。最終日（９日土曜日）は、「中学生による特別お
はなし会」も開催します。ぜひ、あたたかい応援お願い致します。
 （６日～８日は、高岡工芸高校生１名も図書館でのインターンシップを体験します。）
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号

編
集
後
記

　
先
日
、「
舟
橋
村
史
」
が
完
成
し
、

村
内
に
全
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
村

の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
記
し
て
お

り
、
読
む
と
新
し
い
発
見
が
多
い
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
表
紙
は
紫
陽
花
（
あ
じ
さ

い
）
の
写
真
で
す
。
紫
陽
花
は
６
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
見
頃
で
、
村
内

に
も
多
く
咲
い
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
、
雨
の
時
が
一
番
美
し
く
咲
く
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
漢
字
で
書
く

と「
陽
」と
い
う
字
が
入
っ
て
い
て
、

雨
の
中
で
も
輝
く
太
陽
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
ま
す
。
雨
上
が
り
に
村
内

を
歩
い
て
、
大
き
く
花
開
い
て
い
る

場
所
を
探
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
一
小
さ
い
村
に
住
ん
で
い
て

も
、
村
内
の
知
ら
な
い
こ
と
は
多
く

あ
り
ま
す
。「
舟
橋
村
史
」
を
読
ん

だ
り
、
散
歩
し
た
り
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
舟
橋
村
の
良
さ
に
気
づ
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。�

も

村の人口（６月１日現在）
前年同月

人口 3,013 （－3） 3,019
男 1,470 （－3） 1,465
女 1,543 （±0） 1,554
世帯数 1,011 （＋4） 998

（　　）は前月比

平成28年7月ごみ収集日表 ゴミ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

お問い合わせ先　生活環境課　田中（宏）　☎�464－1121

日 月 火 水 木 金 土
1

燃やせるごみ
2

3 4

燃やせるごみ
5
プラスチック製
容器包装

6

燃やせるごみ
7

燃やせないごみ
8

燃やせるごみ
9

10 11
燃やせるごみ
剪定枝回収

12
プラスチック製
容器包装

13

燃やせるごみ
14

びん・缶
15

燃やせるごみ
16

17 18

海の日
19
プラスチック製
容器包装

20

燃やせるごみ
21
燃やせないごみ
古紙類

22

燃やせるごみ
23

24 25
燃やせるごみ
剪定枝回収

26
プラスチック製
容器包装

27

燃やせるごみ
28 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

29

燃やせるごみ
30

31 8/1

燃やせるごみ
2
プラスチック製
容器包装

3

燃やせるごみ
4

燃やせないごみ
5

燃やせるごみ
6

※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
※18日㈪の「燃やせるごみ」の収集はありません。
※ごみは、収集日当日朝８時までに、決められた場所へ出して下さい。

７
月
納
税

固
定
資
産
税　
２
期
分

国
民
健
康
保
険
税　
１
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
１
期
分

水
道
料

お
支
払
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

古紙類収集の実施について
収集日時　７月21日（木）（ ）各地区で指定された時間

内に出してください。

収集場所　各地区資源ごみ（古紙類）集積所
対 象 物　新聞類・ダンボール・雑誌
・金属やプラスチック、ビニール等紙以外のものが含ま
れているもの（ファイルやバインダー、辞書等）は対象
外です。

古紙類の出し方について
・ビニールひもで十文字に縛って出してください。収集
場所では、「新聞類」「ダンボール」「雑誌」を種類毎
にまとめて置いてください。
・�毎月第４木曜日収集の「紙製容器包装」と混同され�
ないよう、各ご家庭で正しく分別してから出してくだ
さい。

お問い合わせ先　生活環境課　田中（宏）　☎�464－1121

お
め
で
た

●
高
木　
　
厚　

 

寛
奈 　
（
竹　
内
）

●

増
田　
　
誠　

 

陽
太 　
（
竹　
内
）

【�

お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ
に
／
お
く
や
み
】

欄
に
つ
い
て

　
広
報
ふ
な
は
し
の
「
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ
に

／
お
く
や
み
」
欄
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、

ご
本
人
・
ご
家
族
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
方
の
み
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
届

出
の
際
に
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

お
く
や
み

●

竹
嶋　
甚
吉�

（
舟　
橋
）
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